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試験に用いた与干渉機器のサンプル一覧

433MHz interference pre-test 5

device type サンプル 種別 変調 占有周波数帯域幅(99%法)

TPMS TPMS A.1 2-FSK 105 kHz
TPMS A.2 2-FSK 79 kHz
TPMS B.1 2-FSK 100 kHz
TPMS B.2 2-FSK 272 kHz

C TPMS C FSK 169 kHz
RKE D RKE D FSK 41 kHz

RKE E.1 ASK 92 kHz
RKE E.2 ASK 189 kHz
RKE B.1 2-FSK 55 kHz
RKE B.2 2-FSK 55 kHz

A RKE A 2-FSK 42 kHz
F RKE F 2-FSK 106 kHz
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上記のサンプルからIQキャプチャによりRF波形を採取し、IQ waveform fileを作成

















考察
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1 希望波のみの受信において12dBであったSINADは、干渉を加えることで、5～11.5dBに劣化することが確認された。

2 混信により劣化したSINADが10dB以上であれば概ね、音声の聴取に支障がないことを確認した。

3 与干渉機器の変調のスペクトラムのピークがアマチュア無線機の受信周波数と衝突する場合、聴取が困難になる場合がある。 このとき、
SINAD値は概ね10dB以下を示す。(subtest 2)

4 帯域外領域の干渉の試験では、音声の聴取に支障がないことが確認された。(subtest 3)

5 干渉レベルが希望波レベルよりも10dB以上低い場合、音声の劣化はほとんど見られなかった。

6 DVモード（デジタル・ボイス）は、FMとほぼ同じ干渉条件でも音声の劣化が少ない。




